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　内閣府の調査によると、１５〜６４歳のひきこもり状態にある方は１００万人
を超え、およそ１００人に１人が該当すると推計しています。
　ひきこもり状態は、子どもから高齢者まで幅広い年代で起きることが分
かっており、その原因も多様です。また、家や部屋に閉じこもっている方
から、コンビニや趣味による外出はしても家族以外の人との交流をほとん
どしない方まで状況もさまざまです。

　ゆっくり自分のペースで社会とつながっていくために、まずは相談して
みませんか。ひきこもり状態を繰り返す方や社会とのつながりが薄いと感
じている方なども相談できます。
 相談について＝福祉総合相談窓口（☎０４２−３８６−０２９５）、制度について
＝地域福祉課生活福祉係（☎０４２−３８７−９８４０）
問
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　相談員による傾聴後、適切な専門
機関と連携します。本人、家族、関
係者の方など、お気軽にご相談くだ
さい。

■受付時間渇午前８時３０分〜午後５
時（土曜・日曜・祝日を除く）渇原則
毎月第１日曜日午前９時〜午後１時
（市休日窓口の第１開庁日に準ずる）

−◇共　通◇−
 社会福祉協議会
 市福祉総合相談窓口（☎０４２−３８６−０２９５）
所
問

市福祉総合相談窓口

地域若者サポートステーション
　働くことに踏み出したい１５〜４９歳の、就業・就学
していない方が職場定着するまでを支援する厚生労
働省委託の機関です。
　詳細は、同ステーションホームページ（https:// 
saposute-net.mhlw.go.jp/）をご覧ください。

お気軽にご相談ください

東京都ひきこもりサポートネット
　電話やＥメールでの相談、訪問による相談を行っ
ており、ひきこもりに悩む本人や家族、友人などか
らの相談を受け付けています。
　詳細は、同サポートネットホームページ（https: 
//hikikomori-tokyo.jp/）をご覧ください。M
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　同じ悩みを共有する、否定も肯
定もしない安心な居場所です。当
日までに、電話で同窓口に予約を
してください。

 毎月第２火曜日午前１０時〜正午
 ひきこもりがちな家族を抱える
方や親族等
 各日１０人

時
対

定

ひきこもりで悩む「家族がつどう場所」を開催

相 談 先

本人や家族に支援が
必要そうだけど
どうしたらいいの？

ひきこもりの
家族がいる方と
お話ししたい

働いてみたい
けど自信がない

親亡き後の
生活が心配

人と話すことは
苦手だけど、家以外にも
居場所が欲しいな

ひひききここももりりのの方方やや家家族族等等をを支支援援ししてていいまますすひひききここももりりのの方方やや家家族族等等をを支支援援ししてていいまますす

同サポートネッ
トホームページ

同ステーション
ホームページ


